
ふるさと大洲の味を全国へ
～まめいりパック出発式～

　主婦グループ「旬を愛する会」が手作りのまめいり
を全国に発送する、まめいりパックの出発式が行われ
ました。
　この取り組みは、故郷のことを思い浮かべながら、
家族一緒に食べてほしいという願いを込めて、昭和６3
年から続けられています。
　今年もふるさと大洲の味が、全国各地へ発送されま
した。

２ 月２0日㈭

まちのわだい

郷土の誇りをＣＭに
～ふるさとＣＭ大賞えひめʼ14審査会～

　「ふるさとＣＭ大賞」の審査会が、松山市総合コミ
ュニティーセンターで開催されました。
　このイベントは、愛媛朝日テレビ主催で毎年開催さ
れていて、今年で ９ 回目を迎えます。
　大洲市からは、オオズ☆ロケット団が参加し、うか
いをテーマに制作された作品が見事特別賞を受賞し
ました。この作品は、年間２0回テレビ放送されます。

２ 月２３日㈰

「ある」のに「ない」ことにしない
～人権を考える仲間の集い～

　櫛生福祉センターで「人権を考える仲間の集い」が
開催されました。
　小中校生による人権作文などの発表や人権作品の
展示などが行われ、寒鰤の切り身即売、サザエの壺焼
きなどのイベントも多数実施されました。
　また、「もう少し『かしこく』『やさしく』『たのしく』」
と題した江嶋修

しゅう

作
さく

先生の講演が行われ、人権について
考える良い機会になりました。

２ 月1６日㈰

選手の熱気に寒さも吹き飛ぶ
～肱川レクリエーションバレーボール大会～

　肱川農業者トレーニングセンターで、恒例の肱川レ
クリエーションバレーボール大会が行われました。
　今年は ９ チーム計7９人が参加し、 3 ブロックに分か
れた予選リーグの後、上位チームによる順位決定戦を
行いました。
　開会式では寒そうにしていた選手たちも、試合が始
まると汗をかいて熱戦を繰り広げました。

２ 月２３日㈰
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まちのわだい

川面に願いをのせて
～ひな流し～

　中野、正山、大谷、予子林、河辺の各幼稚園児２3人
と肱川支部老人クラブによる「ひな流し」が、肱川支
所裏河原で行われました。
　肱川地区の ４ 幼稚園は、 ４ 月から統合するため各幼
稚園として最後の「ひな流し」となりました。
　園児たちは、手作りのひな人形に、それぞれの願い
を込めて川に流しました。

３ 月 ３ 日㈪

女性の力で地域に活力を
～平成２5年度大洲市連合婦人会大会～

　地域婦人会の充実と発展を願い、現代社会に対応し
た婦人会活動のあり方を考えることを目的として、平
成２5年度大洲市連合婦人会大会が開催されました。
　１00人の出席者による「うれしいひなまつり」の合
唱で始まり、各部の実践報告が行われた後、徳森婦人
会と大洲婦道会の研究発表があり、婦人会活動の今後
について協議をしました。

３ 月 ３ 日㈪

揺らめく灯りに温かさを感じて
～オオズキャンドルナイト＃ 5 ～ 

　オオズ☆ロケット団主催の「オオズキャンドルナイ
ト＃ 5 ～大洲城　音と灯りの晩餐会～」が大洲城で開
催されました。
　今年は、市内全ての小中学生や高校生などからキャ
ンドルアート４,６２９個の応募があり、大洲市長賞など
の入賞者の表彰が行われました。
　 ２ 日間で約８,000人が来場し、キャンドルの幻想的
な灯りを楽しみました。

３ 月 ８ 日㈯・9 日㈰

江戸時代の石垣修理跡などを発見
～大洲城跡発掘調査現地説明会～

　大洲城跡の本丸井戸曲
くる

輪
わ

において、石垣修理工事に
先立ち実施された、発掘調査の現地説明会が開催され
ました。
　調査では、江戸中期と考えられる石垣の修理跡や、
幅 ４ mもある石垣裏

うら
込
ごめ

などが発見された他、樹木の根
が石を押し出し、石垣に影響を与えている状況なども
確認されました。今後、石垣の解体が行われる予定で、
新たな発見が期待されています。

２ 月２３日㈰
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シリーズ

文化財

木造吉
き っ

祥
しょう

天
て ん

立像　１躯
く

愛媛県有形文化財（彫刻）
金
き ん

竜
りゅう

寺
じ

所有

　本像は、大洲市手成にある金竜
寺に兜

と

跋
ば つ

毘
び

沙
し ゃ

門
も ん

天
て ん

像とともに安置
されている木像です。
　吉祥天は、優雅な中国風の衣
装に冠、左手に宝珠を持った姿で
描かれることが多く、繁栄や幸福を顕

あらわ

す神として崇
敬されています。また、仏教では毘沙門天の妃

きさき

とさ
れ、毘沙門天の脇に置かれていることもあります。
　高さ１ m６0㎝になる本像は、ヒノキの一

い ち

木
ぼ く

造りで、
両袖先までは共

と も

木
ぎ

で造られ、内
う ち

刳
ぐ

りは施されていま
せんが、下部は円すい形の内刳りを行い乾燥による
割れ止めが施されています。
　１１世紀初頭の作と推定される本像は、面

め ん

相
そ う

や衣
え

文
も ん

の刀
と う

法
ほ う

が温雅でよく調和が保たれていて、地方仏師
の作風の分かる顕著な例として貴重な仏像です。

（昭和４0年 ４ 月 ２ 日指定）

野　鳥

コガモ（小鴨）
カモ目カモ科
全長 36㎝

　春本番の 5 月上旬まで残り、秋には一番早く
渡って来るカモの仲間です。愛媛にやって来る
個体は、ユーラシア大陸で子育てした後、ほと
んど国内で生活しているように思われます。名
前のとおりカモ類の中で最小で、キジバトほど
の大きさです。大きな川や池まで幅広く生息し
ていて、人なれして人家のすぐ近くの小川にい
ることもあり、県内の飛来数も６000羽以上とマ
ガモの次に多く観察されています。
　環境汚染が国境を越えて進んでいる近年、野
生生物は自然界のバロメーターとして活躍して
います。特に野鳥は、自由に場所を行き来でき
るため、常に観察することでいち早く異常を知
ることができ、人々の生活に役立つのではない
かと思います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

がんばる大洲企業
　

弊
社
は
明
治
７
年
の
創
業
で
、
今
年

で
１
４
０
年
を
迎
え
ま
す
。
地
元
は
も

と
よ
り
東
北
地
方
か
ら
九
州
地
方
ま
で

多
く
の
特
約
販
売
店
が
あ
り
、
し
ょ
う

ゆ
、
み
そ
、
食
酢
、
そ
の
他
調
味
料
の

販
売
を
し
て
い
ま
す
。
販
売
し
て
い
る

商
品
は
、
仕
込
み
か
ら
販
売
す
る
ま
で

１
年
半
か
ら
２
年
の
醸
造
期
間
を
要
す

る
昔
な
が
ら
の
製
法
に
こ
だ
わ
り
、
１

０
０
％
弊
社
で
醸
造
し
て
い
ま
す
。

　

良
い
商
品
を
造
る
た
め
に
は
、
良
い

原
材
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
弊
社
で
は
、
地
元
産
の

大
豆
や
小
麦
を
使
用
し
、
契
約
栽
培
農

家
か
ら
購
入
す
る
な
ど
、
原
材
料
を
と

こ
と
ん
吟
味
し
て
製
造
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
材
料
や
製
品
の
成
分
の
分
析

株
式
会
社 

梶
田
商
店 

～
本
物
の
し
ょ
う
ゆ
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
～

▽
所
在
地　

中
村
５
５
９

▽
電　

話　

㉔
２
０
２
１

を
行
い
品
質
を
追
求
し
、
徹
底
し
た
品

質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

製
造
工
程
で
大
切
な
こ
と
は
、
昔
か

ら﹁
１
．
麹こ
う
じ　

２
．
櫂か
い　

３
．
火
入
れ
﹂

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
良
い
麹
を
製せ
い

麹ぎ
く

し
、
適
切
な
撹か
く

拌は
ん

を
し
て
、
最
後
に
品

質
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
火
入
れ
で
殺

菌
と
香
り
付
け
を
行
い
ま
す
。
撹
拌
も

火
入
れ
も
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
作

業
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
手
間
と
時
間
を
か
け

る
昔
な
が
ら
の
製
法
に
こ
だ
わ
り
、
全

国
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
商

品
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

広報大洲 ４月号 10



シリーズ

　

春
は
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
賃
貸
住
宅
契
約
の
際
に

起
こ
り
が
ち
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
契
約
時

▽
部
屋
の
下
見
を
必
ず
す
る
こ
と

▽ 

重
要
事
項
の
説
明
を
受
け
、
理
解
し

た
上
で
契
約
す
る
か
ど
う
か
決
め
る

こ
と

▽ 

特
約
︵
退
去
時
の
負
担
な
ど
︶
に
つ

い
て
確
認
し
、
納
得
し
て
契
約
す
る

こ
と

入
居
時
、
入
居
中

▽ 

ま
ず
は
部
屋
を
点
検
し
、
気
に
な
る

箇
所
に
つ
い
て
は
貸
主
へ
連
絡
し
て

写
真
を
撮
っ
て
お
く
こ
と

▽ 

部
屋
の
設
備
な
ど
に
故
障
・
修
理
の

必
要
な
場
合
に
は
、
速
や
か
に
貸
主

へ
連
絡
す
る
こ
と

退
去
時

▽ 

明
け
渡
し
ま
で
に
片
付
け
・
掃
除
を

完
了
し
て
お
く
こ
と

▽ 

立
ち
合
い
に
は
必
ず
同
席
し
て
、
原

状
回
復
が
必
要
な
箇
所
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と

　
︵ 

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
修
繕
箇
所

の
写
真
を
撮
る
。︶

　

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
契
約
書
や

国
土
交
通
省
が
定
め
た
﹁
原
状
回
復
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

を
参
考
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

お
困
り
の
際
に
は
、
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
９
０

【
相
談
受
付
時
間
】

平
日
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

︵
祝
日
除
く
月
～
金
︶

育児のお悩み相談所
お
悩
み
①

　

赤
ち
ゃ
ん
に
何
を
話
し
か
け
れ
ば
い

い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
い

い
で
し
ょ
う
か
。

︱
温
か
い
言
葉
を
待
っ
て
い
ま
す
︱

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
で

も
、
お
母
さ
ん
の
声
と
、
お
母
さ
ん
以

外
の
人
の
声
を
聞
き
分
け
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
﹁
お
な
か
す
い
た
の
﹂﹁
お
む
つ
が
濡

れ
た
の
か
な
﹂
な
ど
、
そ
の
時
の
気
持

ち
や
行
動
を
言
葉
に
出
し
た
り
、﹁
あ

ー
﹂﹁
う
ー
﹂
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
の
言

葉
に
、﹁
ふ
ー
ん
、
そ
う
な
の
ー
﹂
な

ど
と
応
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
い
つ
も
身
近

に
い
て
お
世
話
し
て
く
れ
る
お
母
さ
ん

や
家
族
か
ら
言
葉
を
か
け
て
も
ら
う
の

は
、と
て
も
気
持
ち
の
い
い
こ
と
で
す
。

お
悩
み
②

　

２
歳
の
子
ど
も
の
母
親
で
す
。
気
に

入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と﹁
い
や
い
や
﹂

と
大
声
で
泣
き
わ
め
き
ま
す
。
ど
う
し

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

︱
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
ド
を
大
切
に
︱

　

２
歳
く
ら
い
に
な
る
と
、
な
ん
で
も

自
分
で
や
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
ま
だ
う
ま
く
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
分
で
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
親
が
手
を
出
そ
う
と
す
る
と
、
子
ど

も
は
﹁
イ
ヤ
ッ
﹂
と
な
り
ま
す
。
接
す

る
時
の
一
例
で
す
が
、
で
き
な
く
て
か

ん
し
ゃ
く
を
起
こ
す
場
合
、
子
ど
も
の

後
ろ
に
回
っ
て
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に

手
助
け
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

﹁
自
分
で
で
き
た
﹂
と
思
う
経
験
を
い

っ
ぱ
い
つ
く
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
０
３
１
０

　

子
育
て
は
楽
し
い
反
面
、
想
像
以
上
に
大
変
な
こ
と
で
す
。
悩
み
の
あ
る
場
合
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
周
り
の
人
や
関
係
機
関
へ
気
軽
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※ 不明な点などがある場合、契約をする前に遠慮な
く質問し理解しましょう。

大
洲
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
通
信
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おおずニュース

「守りたい」熱い思いを原動力に

～平成26年大洲市消防出初式～

　平成26年大洲市消防出初式が、 3月 2日㈰に行
われました。当日は雨のため、大洲市民会館での
開催となりましたが、市内各地区から1,208人も
の消防団員が参加しました。
　式典では、殉職消防職団員に対する黙祷

とう

を捧げ
た後、清水市長が「近年は、局地的な豪雨や台風
などによる災害が頻発し、地域防災力の重要性が
増大しています。地域防災体制の確立が喫

きっ

緊
きん

の課
題となる中、消防団員の活動が中核的存在として、
今後も大きな役割を果たすことが期待されていま
す。地域のため、大洲市のため、一層の精進をお
願いします」と式辞を述べ、団員への表彰に移り
ました。
　受章者を代表して、女性分団の白石朱

あけ

美
み

分団長
は「今回の受章は、今まで支えてくれた家族や消
防団活動への理解をいただいた職場のみなさんの
おかげであり、感謝の気持ちを忘れてはいけませ
ん。本日の感激を深く胸に刻み、地域住民の生命
と財産を守るため、任務の重要性を再認識しなが
ら使命達成に向けてまい進していきたいと思いま
す」と謝辞を述べられ、今後の消防業務への決意
を新たにしていました。
　今年の出初式では、活動に功績のあった242人
の団員などに対し、それぞれ表彰状や感謝状が贈
られました。

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
消
防
団
。

も
し
も
の
時
に
備
え
、
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
の
原
動
力
…
そ
れ
は
、

『
自
分
を
、
大
切
な
人
を
、
故
郷
を
守
り
た
い
』

と
い
う
強
い
気
持
ち
で
す
。

消
防
団
に
と
っ
て
、
大
切
な
式
典
で
あ
る
出
初
式
。

団
員
た
ち
の
思
い
が
、
こ
の
場
所
に
結
集
し
ま
す
。
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おおずニュース
　

今
回
の
出
初
式
で
、
表
彰
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
・
一
部
省
略
︶

  

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
５
名
）

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

山
本　

廣
喜

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

渡
部　

和
久

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

村
上　

正
春

河
辺
分
団　

副
分
団
長 

有
友　

章
治

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合 

消
防
監 

芝
田　
　

隆

  

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長 

青
木　

信
善

精
績
章
（
５
人
）

本
部
副
団
長 

渡
部　

和
久

菅
田
分
団　

分
団
長 

村
上　

松
平

柳
沢
分
団　

分
団
長 

増
岡　
　

学

長
浜
分
団　

分
団
長 

鎌
田　

清
仁

女
性
分
団　

分
団
長 

白
石　

朱
美

勤
続
章
（
９
人
）

本
部
副
団
長 

山
下　

雅
英

本
部
副
団
長 

上
田　

恒
雄

南
久
米
分
団
班
長 

武
田　
　

実

菅
田
分
団　

分
団
長 

村
上　

松
平

菅
田
分
団　

部
長 

岩
井　

輝
満

粟
津
分
団　

分
団
長 

芳
我
亀
代
士

上
須
戒
分
団
分
団
長 

梶
谷　

聖
明

長
浜
分
団　

班
長 

浪
本　
　

一

大
谷
分
団　

分
団
長 

丸
川　

浩
一

  

愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章
（
10
人
）

肱
南
分
団　

副
分
団
長 

白
石　

卓
也

肱
北
分
団　

分
団
長 

冨
永　

憲
司

南
久
米
分
団
副
分
団
長 

吉
月　
　

剛

柳
沢
分
団　

副
分
団
長 

福
住　

幸
尚

三
善
分
団　

副
分
団
長 

瀧
本　

良
一

上
須
戒
分
団
分
団
長 

梶
谷　

聖
明

白
滝
分
団　

副
分
団
長 

松
岡　

幹
雄

女
性
分
団　

分
団
長 

白
石　

朱
美

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合 

消
防
司
令 

森
松　

忠
雄

消
防
司
令 

松
尾　

文
夫

  

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
６
人
）

本
部
副
団
長 

渡
部　

和
久

菅
田
分
団　

分
団
長 
村
上　

松
平

大
川
分
団　

分
団
長 
新
山　

勝
久

大
和
分
団　

分
団
長 
日
野　

修
次

中
央
分
団　

分
団
長 

冨
永　

秀
昭

大
谷
分
団　

分
団
長 

丸
川　

浩
一

勤
続
章
（
２0
年
以
上　

３
人
）

大
川
分
団　

班
長 

石
本　

重
雄

新
谷
分
団　

団
員 

一
宮　

光
一

三
善
分
団　

団
員 

城
戸　

孝
一

勤
続
章
（
15
年
以
上　

２２
人
）

肱
南
分
団　

部
長 

高
屋
敷
鉄
夫

肱
北
分
団　

副
分
団
長 

今
藏　

敬
二

平
野
分
団　

団
員 

上
市　

秀
樹

南
久
米
分
団
班
長 

濱
田　

昌
宏

南
久
米
分
団
班
長 

岩
田　
　

勉

菅
田
分
団　

班
長 

中
川　

亮
浩

菅
田
分
団　

班
長 

久
保　

真
一

大
川
分
団　

班
長 

瀧
本　

真
一

柳
沢
分
団　

団
員 

篠
原　

喜
英

新
谷
分
団　

団
員 

池
田　

文
雄

三
善
分
団　

班
長 

松
本　

寿
志

粟
津
分
団　

班
長 

丸
岡　

和
彦

上
須
戒
分
団
班
長 

村
越　
　

徹

長
浜
分
団　

団
員 

西
山　

直
宏

長
浜
分
団　

団
員 

田
渕　

章
弘

喜
多
灘
分
団
班
長 

津
田　

敏
幸

喜
多
灘
分
団
班
長 

宮
田　

勇
二

喜
多
灘
分
団
団
員 

久
保　

広
行

大
和
分
団　

団
員 

尾
上　

富
夫

中
央
分
団　

班
長 

冨
永　

幸
広

正
山
分
団　

班
長 

山
本　
　

晃

岩
谷
分
団　

班
長 

西
本　

幸
広

勤
続
章

（
10
年
以
上
～
15
年
未
満
２６
人
）

肱
南
分
団　

団
員 

沖
本　

宗
市

肱
南
分
団　

団
員 

小
倉　
　

稔

肱
北
分
団　

班
長 

谷
本　

直
俊

肱
北
分
団　

班
長 

德
田　

政
信

平
野
分
団　

団
員 

古
田　

伸
治

南
久
米
分
団
班
長 

服
部　

直
人

大
川
分
団　

団
員 

上
田　

浩
之

柳
沢
分
団　

班
長 

中
野
眞
寿
男

新
谷
分
団　

団
員 

平
井　

高
志

新
谷
分
団　

団
員 

袖
岡　

俊
宏

三
善
分
団　

団
員 

片
岡　

由
裕

粟
津
分
団　

団
員 
都
築　

昭
宏

上
須
戒
分
団
団
員 
神
山　

哲
夫

長
浜
分
団　

班
長 
石
田　

利
久

喜
多
灘
分
団
班
長 

松
下　
　

努

大
和
分
団　

班
長 

河
内　

義
勝

白
滝
分
団　

班
長 

久
保
田　

忠

白
滝
分
団　

班
長 

後
藤　

津
義

白
滝
分
団　

班
長 

森
川　

義
孝

白
滝
分
団　

班
長 

城
ノ
戸
義
国

中
央
分
団　

班
長 

金
野　

友
樹

正
山
分
団　

団
員 

谷
田　

大
成

予
子
林
分
団
団
員 

藤
原　

孝
行

予
子
林
分
団
団
員 

久
保
田
辰
介

河
辺
分
団　

班
長 

古
野　
　

誉

女
性
分
団　

部
長 

大
藤
ユ
リ
子

規
律
章
（
勤
続
10
年
未
満
３
人
）

菅
田
分
団　

団
員 

別
宮　

雄
介

菅
田
分
団　

団
員 

梶
原　

秀
行

河
辺
分
団　

班
長 

壽
野　

公
英

家
族
内
助
の
功
労
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長 

山
下　

雅
英

　
　
　
　
　
　
　

夫
人　

山
下　

久
子

優
良
団
体
表
彰
（
２
団
体
）

大
川
地
区
自
主
防
災
組
織 

会
長 

松
岡　

昇
平

白
滝
地
区
自
主
防
災
組
織 

会
長 

上
満　
　

武

  

大
洲
市
長
表
彰
（
６1
人
）

  

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

規
律
章
（
７
人
）

勤
続
章
（
5２
人
）

  

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
（
３２
人
） 
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おおずニュース

第13回　版画絵はがきコンテスト
　肱川風の博物館・歌麿館で、第１3回版画絵はがきコンテストが開催されました。このコンテストは、江戸
時代の代表的な浮世絵師喜多川歌

うた

麿
まろ

の描いた版木が発見されたことをきっかけに始まりました。今回は、北
海道から長崎県まで33都道府県から４75点の応募があり、下記のみなさんが大賞、優秀賞に選ばれました。
　応募作品は、 ６ 月30日㈪まで展示されています。

大賞　蔭山　茂
しげ

富
とみ

さん

大賞　樽川　晃
こう

汰
た

さん

優秀賞　髙
たか

比
ひ

良
ら

　宏
ひろし

さん

優秀賞　橋本　菜
な

々
な

さん

優
秀
賞　

石
崎　

敏と
し

子こ

さ
ん

優秀賞　桑原　莉
り

空
く

さん

【一般の部】

【中学生以下の部】

平
成
25
年
度
大
洲
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

　

平
成
25
年
度
大
洲
市
人
権
・
同
和
教

育
研
究
大
会
が
２
月
21
日
㈮
、
国
立
大

洲
青
少
年
交
流
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
人
権
・
同
和
教
育

の
推
進
と
差
別
解
消
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

  

午
前
中
は
、
５
分
科
会
に
お
い
て
10

本
の
実
践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
分
科
会
で
は
、
参
加
者
に
よ
る

熱
心
な
協
議
が
行
わ
れ
、
差
別
解
消
に

向
け
て
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、﹁
被
虐
待
の
淵
を
生

き
抜
い
て
～
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
～
﹂
と
題
し
た
島
田
妙た
え

子こ

さ
ん
に
よ

る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。島
田
さ
ん
は
、

﹁
子
ど
も
の
虐
待
防
止
は
、
虐
待
す
る

大
人
の
心
を
助
け
る
こ
と
で
あ
る
﹂
と

自
身
の
体
験
を
基
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

力
強
い
話
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

に
素
晴
ら
し
い
感
動
と
共
感
を
与
え
、

胸
を
打
つ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
代
社
会
は
、
子
ど
も
の
虐
待
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
児
童
生

徒
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
大
洲
市
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
人
権
を
尊
重

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、﹁
差
別
の
な
い
社
会
こ
そ
が
住
み

よ
い
地
域
で
あ
り
、
誇
れ
る
ふ
る
さ
と

で
あ
る
こ
と
﹂﹁
子
ど
も
た
ち
は
、
家

庭
の
宝
・
地
域
の
宝
で
あ
る
こ
と
﹂
を

前
提
に
、
今
後
も
人
権
・
同
和
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
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